
［史
料
紹
介
】

唐
文
治

r記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
」

清
朝
官
僚
が
記
録
し
た
義
和
団
事
件
当
時
の
北
京

湯
　
城
　
吉
　
信

　
本
稿
で
は
、
唐
文
治
著
「
記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
」
（
庚
子
、
匪

に
遇
ひ
盗
に
遇
ふ
事
を
記
す
）
（
一
九
二
四
年
作
。
『
茄
経
堂
文

集
』
一
編
巻
六
所
収
）
を
紹
介
し
た
い
。

　

唐
文
治
（
一
八
六
五
～
一
九
五
四
）
は
、
清
朝
の
役
人
を
務

め
、
後
、
教
育
に
従
事
し
た
（
初
代
上
海
交
通
大
学
学
長
）
。
義

和
団
事
件
の
一
九
〇
〇
年
当
時
、
唐
文
治
は
三
十
五
歳
で
、
総
理

各
国
事
務
衙
門
に
務
め
、
外
国
と
の
購
和
に
携
わ
っ
た
。
本
稿
で

紹
介
す
る
「
記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
」
は
彼
が
実
際
に
遭
遇
し
た
義

和
団
・
匪
賊
の
様
子
を
如
実
に
記
録
し
て
お
り
、
当
時
の
状
況
を

窺
う
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　
唐
文
治
は
自
著
の
年
譜
を
残
し
て
い
る
（
『
茄
経
堂
文
集
』
五
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ
リ

六

編
、
自
訂
年
譜
所
収
「
茄
経
先
生
自
訂
年
譜
」
）
。
そ
の
中
に
、

本
稿
で
紹

介
す
る
「
記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
」
に
関
す
る
記
述
が
見

え
る
が
、
内
容
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
本
稿
で
は
些
末
な
違
い

は
一
々
指
摘
し
な
か
っ
た
が
、
追
加
情
報
や
内
容
に
異
同
が
あ
る

場
合
は
注
に
お
い
て
紹
介
し
た
。

　
唐
文
治
は
、
江
蘇
省
太
倉
の
出
身
。
義
和
団
事
件
の
際
、
大
使

館
の
集
中
す
る
東
交
民
巷
近
く
の
新
開
路
に
住
ん
で
お
り
、
戦
闘

の

様
子

を
目
の
当
た
り
に
し
た
o
故
郷
に
避
難
し
よ
う
と
思
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

が
、
水
、
陸
両
路
と
も
に
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
行
け
な
か
っ
た
。
そ

の

時
、
世
伯
先
と
い
う
満
州
人
の
同
僚
が
北
京
の
北
郊
の
村
へ
避

難
さ
せ
て
く
れ
た
。

　
唐
文
治
は
役
人
と
し
て
は
文
書
作
成
係
を
務
め
た
。
「
記
庚
子

遇

匪
遇
盗
事
」
中
で
北
京
に
帰
っ
て
い
る
の
も
、
全
権
の
慶
親
王
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え
き
き
ょ
う

突
助
を
助
け
議
定
書
を
作
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
年
後

の
1
九
O
二
年
、
唐
文
治
は
突
勧
の
息
子
の
載
振
に
随
っ
て
英
国

訪
問
も
し
た
（
日
本
も
訪
問
し
て
い
る
）
。
そ
の
訪
問
を
記
録
し

　
　
え
い
よ
う

た

「英
紹

日
記
』
は
載
振
著
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
唐
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ザ

治
が
書
い
た
と
さ
れ
る
。

　
以

下
、
「
記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
」
の
テ
キ
ス
ト
情
報
、
原
文

（繁
体
字
、
中
国
の
標
点
符
号
を
採
用
）
、
現
代
日
本
語
訳
、
注
を

挙
げ
る
。

注（1
）

「唐
文
治
自
述
』
（
安
徽
文
芸
出
版
社
〈
二
十
世
紀
名
人
自
述
系
列
〉
、

二
〇

＝
二
年
）
所
収
の
「
茄
経
先
生
自
訂
年
譜
正
続
編
』
も
『
茄

経
堂

文
集
』
所
収
の
年
譜
と
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
「
拳
匪
」
を

「義
和
団
」
に
変
え
る
な
ど
改
変
が
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
義
和
団

の
教
科
書

的
評
価
が
「
農
民
を
主
体
と
し
た
反
帝
国
主
義
の
愛
国

運
動
」
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
意
図
的
改
変
で
あ
ろ
う
。
中
国
の

公
刊

史
料
に
は
こ
の
よ
う
な
改
変
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
（
他
、
「
邪
教
」
と
い
う
文
字
を
抜
く
（
三
十
頁
）
な
ど
。
文

言
の

抜
け
な
ど
も
若
干
あ
る
。
）

（2
）

（3
）

一
九
二
六
年
作
「
満
州
二
友
伝
」
（
『
茄
経
堂
文
集
』
二
編
巻
六
所

収
）
に
よ
る
。

『英
朝

日
記
両
種
』
（
鳳
風
出
版
社
〈
中
国
近
現
代
稀
見
史
料
叢
刊

［第
四
種
］
〉
、
　
1
1
0
1
七
年
）
参
照
。

【テ
キ
ス
ト
】

唐
文
治
『
茄
経
堂
文
集
』
一
編
（
近
代
中
国
史
料
叢
刊
続
編
第
四

輯

3
1
、
文
海
出
版
社
、
一
九
七
四
年
刊
。
）
＊
巻
⊥
ハ
「
雑
記
類
」

に
「
記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
」
あ
り
。

　

＊
「
茄
経
堂
文
集
』
は
、
『
民
国
叢
書
』
（
上
海
書
店
、
一
九
九

　
六

年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
五
編
挺
ー
9
5
綜
合
類
）
。

　

た
だ
し
、
年
譜
は
な
い
。

【原
茎

記
庚
子
遇
匪
遇
盗
事
甲
子
（
唐
文
治
「
茄
鰹
堂
文
集
ヒ
一
編
巻
六
）

　

光
緒
庚
子
夏
，
義
和
團
園
攻
使
署
，
聲
吉
謹
署
（
即
穂
理
各
國

事
務
衙
門
）
通
洋
人
，
將
來
燭
焼
。
蓋
因
謹
署
庫
儲
款
敷
千
金
，

意
欲
劫
掠
之
也
。
鐸
署
纏
辮
野
文
等
不
得
己
，
稟
荘
王
請
纏
壇
拳
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匪
來
守
護
，
翼
保
全
之
。
適
稟
顎
，
敷
日
不
得
報
。
六
月
某
日
，

余
由
戸
部
赴
署
，
無
一
人
，
飯
畢
即
離
署
。
甫
出
衡
口
（
京
城
謂

之

胡
同
o
蓋
衡
字
切
音
。
）
見
大
隊
義
和
團
揚
旗
執
刀
叉
衝
車
來
。

一
蘇
拉
（
涌
語
謂
僕
役
也
。
）
追
而
呼
日
．
．
「
縛
壇
大
師
兄
至
　
。

請
速
同
接
待
。
」
余
不
得
己
折
而
同
，
迎
於
署
内
西
臆
事
。
大
師

兄
者
即
匪
首
，
裏
紅
巾
，
繋
黄
帯
，
自
柄
宗
室
。
氣
焔
張
甚
，
謂

余

日
．
．
「
貴
署
請
我
久
，
何
無
堂
官
迎
我
。
且
司
官
僅
若
一
人
，

何
慢
我
耶
？
．
」
余
日
．
．
「
本
署
人
多
兼
差
事
，
須
未
申
始
集
。
即

如
我
，
適
從
戸
部
中
來
。
頃
己
通
知
堂
官
，
不
久
即
至
。
幸
相

諒
。
」
匪
首
日
．
．
「
我
見
貴
署
同
文
館
，
妖
氣
甚
熾
，
當
即
嚴
締
。

有
讃
洋
書
妖
人
，
即
當
殺
御
！
」
余
日
．
．
「
本
署
奉
　
文
宗
顯
皇

帝
特
旨
設
立
，
與
東
西
各
國
相
交
渉
。
不
得
不
讃
洋
書
、
通
洋

文
。
若
欲
殺
人
，
當
請
命
於
　
皇
上
。
非
我
所
敢
慮
。
」
匪
首
見

余
偲
強
日
．
．
「
若
豊
真
好
人
耶
？
吾
當
鳥
若
焚
表
，
償
表
不
上
升
，

即
係
妖
人
，
當
殺
御
。
」
余
日
．
．
「
可
。
」
匪
首
即
設
壇
然
香
燭
，

口
中
哺
哺
，
立
焚
表
，
飛
友
上
騰
，
揮
手
日
．
．
「
若
真
好
人
，
可

即
去
。
」
余
至
文
案
庵
，
飛
稟
堂
官
許
竹
賞
先
生
，
請
其
速
來
。

忽
蘇
拉
倉
皇
來
告
日
．
．
「
團
匪
將
殺
厨
司
，
乞
往
救
。
」
詞
其
故
，

則
日
．
．
「
壇
罧
均
茄
素
，
今
菜
中
爽
一
片
肉
。
疑
破
其
法
，
故
欲

殺
之
。
」
余
急
趨
往
，
則
罧
匪
持
刀
環
鏡
厨
司
，
余
某
叩
頭
無
敷
。

余
謂
罧
匪
日
．
．
「
此
事
出
於
無
心
。
君
輩
來
保
護
本
署
，
豊
能
任

意
殺
人
？
」
罧
匪
日
．
．
「
不
然
。
君
知
我
壇
中
規
矩
耶
？
」
余

日
．
．
「
若
是
，
往
見
大
師
兄
取
決
可
耳
。
」
遂
群
牽
余
某
見
匪
首
。

余
日
．
．
「
此
事
貫
庸
多
辮
。
請
焚
表
以
明
余
某
心
。
」
蓋
維
時
天
氣

燥
烈
，
余
逆
知
茨
儘
必
上
升
無
疑
也
。
匪
首
日
．
．
「
可
o
」
焚
表
，

表
上

升
。
余
某
感
激
涕
泣
叩
頭
去
。
余
出
，
又
途
時
，
許
先
生
竹

賞
至
日
．
。
「
今
日
，
幸
子
在
署
。
否
則
殆
　
。
」
余
又
随
許
先
生
往

見
匪
首
，
略
與
周
旋
即
出
。
適
同
事
文
君
瑞
字
雲
卿
者
來
署
，
余

乃

以
鯨
事
委
託
之
，
婦
白
　
堂
上
以
爲
笑
談
。

　
其
後
乃
有
遇
盗
之
事
。
七
月
，
洋
兵
至
京
城
，
團
匪
敗
，
虎
神

管
軍
散
四
出
殺
掠
。
余
時
奉
　
親
避
難
於
京
北
之
七
十
里
平
義
分

村
。
蓋
昌
平
、
順
義
交
界
地
也
。
居
停
主
人
張
夢
九
恐
匪
至
，
堵

塞
其

門
。
其
鄭
張
在
田
者
文
痒
生
也
。
匪
持
刀
入
其
家
，
在
田
恐

驚
，
余
伴
之
來
。
余
略
與
操
手
，
匪
日
．
．
「
母
恐
。
我
來
見
馬
耳
。
」

在
田
即
導
之
馬
厩
，
見
槽
間
無
馬
，
旋
去
。

　
八

月
十
二
日
，
余
料
京
城
平
静
，
將
與
洋
人
議
和
。
譜
兄
世
君

伯
先
居
平
義
分
村
之
南
二
十
里
日
高
麗
管
。
余
欲
往
與
僧
赴
京

城
，
而
高
麗
管
北
五
里
之
某
村
有
劇
盗
鋸
焉
，
必
経
其
地
。
趙
芳
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者
武
摩
生
，
頗
與
余
善
。
余
與
商
僧
行
，
趙
力
阻
。
余
激
之
日
．
．

「
我
文
人
尚
無
所
畏
。
若
武
生
，
適
恒
怯
如
此
耶
？
」
趙
不
得
己
，

寛
塞
騒
一
。

　
十
三
日
，
同
往
。
随
行
者
尚
有
僕
役
李
升
，
共
三
人
。
行
十
除

里
，
近
盗
窟
。
趙
微
語
日
．
．
「
來
　
！
來
臭
－
．
」
果
見
盗
三
人
，

皆
騎
怒
馬
，
負
快
鎗
，
迎
面
來
。
其
爲
首
者
，
與
余
摩
肩
過
日
．
．

「
君
往
京
城
耶
？
」
余
慮
日
．
．
「
然
。
」
旋
聞
盗
伴
相
語
日
．
．
「
若
識

此
君

耶
？
」
鳥
首
者
日
．
．
「
此
城
中
唐
先
生
，
如
之
何
不
識
？
」

迫
抵
高
麗
管
告
伯
先
大
笑
樂
謂
．
．
「
此
輩
亦
識
君
，
可
謂
英
雄

臭
！
」
余
亦
笑
然
，
莫
明
其
故
也
。

　
九

月
，
余
奉
　
親
返
京
城
。
先
至
高
麗
管
，
商
諸
伯
先
，
雇
保

マ

マ
標
者
七
八
人
，
甫
啓
行
。
一
人
騎
馬
而
前
，
日
．
．
「
唐
先
生
憔
梓
，

乃
爾
公
事
辛
苦
耶
？
」
余
視
之
即
昔
日
所
遇
之
盗
也
。
急
命
李
升

詞
之
，
其
人
姓
楊
名
七
。
余
居
高
麗
管
市
物
時
，
曽
與
禮
貌
間
談

故
告
。
李
升
甚
感
。

　
余
車
行
十
蝕
里
，
地
日
測
見
上
有
大
盗
日
軍
刀
李
五
，
候
余
於

門
e
楊
七
引
余
入
李
室
，
密
告
日
．
．
「
李
君
決
不
驚
先
生
巻
層
。

惟
先
生
箱
檀
四
，
必
有
賓
物
。
（
避
難
不
可
携
帯
箱
件
，
此
爲
前
車
之

襲
。
）
李
君
請
留
以
爲
贈
，
可
乎
？
」
余
日
．
．
「
可
。
但
余
係
寒
倫

士
，
箱
内
皆
敵
書
奮
衣
耳
。
李
君
不
信
，
請
啓
視
。
」
乃
命
輿
夫

負
箱
下
車
逐
一
監
視
，
果
無
貴
重
物
。
李
大
失
望
日
．
．
「
先
生
行

臭
。
」

　
又
行

二
十
里
，
地
日
雷
家
橋
，
楊
七
告
余
日
．
．
「
過
此
爲
洋
兵

界
内
，
吾
輩
不
能
復
送
先
生
　
。
」
廼
別
去
。

　
余
駆
車
行
，
入
安
定
門
，
見
日
本
兵
甚
罧
，
略
不
顧
問
，
乃
暫

居

伯
先
家
。
途
月
，
聞
楊
七
因
劫
掠
己
鳥
人
鎗
艶
。
余
恨
然
累

日
。
嵯
乎
！
盗
亦
有
道
如
楊
七
者
，
亦
近
今
難
得
之
人
哉
？
孔
子

日
．
．
「
筍
子
之
不
欲
，
難
賞
之
，
不
窺
。
」
曽
子
日
．
．
「
上
失
其
道
，

民
散
久
　
。
」
嵯
乎
！
如
楊
七
者
，
又
敦
致
之
死
哉
？

【現
代
日
本
語
訳
】

　
光
緒
庚
子
（
一
九
o
o
年
）
の
夏
、
義
和
団
が
各
国
の
大
使
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

を
包
囲
攻
撃
し
、
総
理
各
国
事
務
衙
門
は
外
国
人
に
通
じ
て
い
る

の

で
焼
き
討
ち
に
す
る
と
言
い
ふ
ら
し
た
。
お
そ
ら
く
、
総
理
各

国
事
務
衙
門
に
保
管
さ
れ
て
い
た
数
千
金
の
資
金
を
奪
お
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
総
理
各
国
事
務
衙
門
総
弁
（
総
裁
）

の
箭
文
等
は
や
む
を
得
ず
、
荘
王
に
命
じ
て
義
和
団
首
領
に
護
衛

　
　
　
　
ハ
ヨ
　

を
要
請
し
、
事
態
の
保
全
を
図
っ
た
。
か
v
し
て
命
が
下
さ
れ
た
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が
、
数
日
は
返
事
が
な
か
っ
た
。
六
月
に
な
り
、
私
は
戸
部
か
ら

総
理
各
国
事
務
衙
門
に
赴
い
た
が
、
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
食

事
を
終
え
て
、
衙
門
を
離
れ
よ
う
と
し
た
o
路
地
を
出
る
と
、
義

和
団
の
大
隊
が
旗
を
掲
げ
刀
や
槍
を
持
っ
て
車
を
走
ら
せ
て
や
っ

て

v
る
の
が
見
え
た
。
一
人
の
下
僕
が
追
い
か
け
て
き
て
、
「
首

領
の
大
師
兄
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
戻
っ
て
接
待
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
三
口
っ
た
。
私
は
仕
方
な
く
折
り
返
し
戻
り
、
役
所
内
の

西
の
ホ

ー
ル
で
出
迎
え
た
。
大
師
兄
と
は
義
和
団
の
首
領
の
こ
と

で
、
赤
い
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
黄
色
い
帯
を
つ
け
て
お
り
、
宗
室
と

　
　
　
　
　
　
　
ハ
キ
ザ

自
称
し
て
い
た
。
も
の
す
ご
い
剣
幕
で
、
私
に
、
「
ず
い
ぶ
ん
前

に
あ
な
た
の
役
所
が
私
に
要
請
し
て
き
た
の
に
、
ど
う
し
て
長
官

を
遣
わ
し
て
出
迎
え
に
来
な
い
の
か
o
そ
れ
に
役
人
（
主
事
）
が

1
人

し
か
い
な
い
と
は
、
私
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
の
か
o
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

言
っ
た
。
私
は
、
「
本
署
の
役
人
は
ほ
と
ん
ど
が
兼
務
で
未
申
の

刻
（
午
後
）
に
な
っ
て
か
ら
集
ま
る
の
で
す
。
私
は
た
ま
た
ま
戸

部
か
ら
来
た
だ
け
で
す
。
長
官
に
は
す
で
に
通
知
し
ま
し
た
の

で
、
間
も
な
く
参
り
ま
す
。
ど
う
か
お
許
し
く
だ
さ
い
。
」
と

言
っ
た
。
首
領
は
、
「
貴
署
の
同
文
館
は
妖
気
が
漂
っ
て
い
る
の

で

す
ぐ
に
粛
清
が
必
要
だ
。
洋
書
を
読
む
輩
は
即
刻
殺
せ
。
」
と

言
っ
た
。
私
は
、
「
本
署
は
成
豊
帝
の
勅
命
で
設
立
さ
れ
、
東
西

の

各
国
と
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
洋
書
を
読
み
洋
書
に
通
ぜ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
も
し
、
人
を
殺
す
と
お
っ
し
ゃ
る
な

ら
、
皇
帝
に
命
を
仰
い
で
v
だ
さ
い
。
私
ご
と
き
が
で
き
る
こ
と

で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
た
。
首
領
は
私
の
意
志
が
固
い
の

を
見
て
、
「
お
前
が
本
当
に
良
い
人
間
か
、
わ
し
が
お
前
の
た
め

に
お
札
を
焼
い
て
や
ろ
う
。
も
し
そ
れ
が
上
に
上
ら
な
け
れ
ば
妖

人

だ
。
即
刻
殺
す
。
」
と
言
う
。
私
も
「
い
い
で
し
ょ
う
」
と
応

じ
た
。
首
領
は
、
す
ぐ
に
祭
壇
を
作
り
、
香
を
焚
き
、
ぶ
つ
ぶ
つ

と
呪
文
を
唱
え
、
お
札
を
燃
や
す
と
、
灰
が
空
に
舞
い
上
が
っ

ハち
　

た
。
手
を
振
っ
て
「
お
前
は
良
い
人
間
だ
。
行
っ
て
よ
い
。
」
と

言
っ
た
。
私
は
文
案
処
に
行
っ
て
、
急
い
で
許
竹
貫
長
官
に
報
告

し
、
す
ぐ
に
来
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
す
る
と
、
一
人
の
下
僕
が

慌
て

ふ

た
め
い
て
や
っ
て
来
て
、
「
団
匪
が
コ
ッ
ク
を
殺
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
理
由
を
聞

v
と
、
「
団
員
は
み
な
生
臭
を
避
け
て
い
る
の
に
、
料
理
の
中
に

肉
が
一
片
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
術
を
破
ろ
う
と
し
て
い
る
と
疑

い
、
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
」
と
言
う
。
私
が
急
い
で
行

v
と
、
団
員
た
ち
は
刀
を
持
っ
て
コ
ッ
ク
を
取
り
囲
ん
で
、
余
某
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は
し
き
り
に
土
下
座
し
て
い
る
。
私
は
、
団
員
に
「
こ
れ
は
知
ら

ず
に
や
っ
た
だ
け
で
す
。
あ
な
た
方
は
本
署
を
守
る
た
め
に
来
て

v
だ
さ
っ
た
の
に
、
む
や
み
に
人
殺
し
し
て
よ
い
の
で
す
か
。
」

と
言
う
と
、
団
員
ら
は
、
「
違
う
。
我
々
の
規
則
を
知
っ
て
い
る

か

（規
則
で
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
）
。
」
と
言
っ
た
。
「
そ
れ
な

ら
大
師
兄
様
に
お
会
い
し
て
決
め
て
も
ら
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
」

と
言
う
と
、
彼
ら
は
余
某
を
首
領
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
た
。

私
は
、
「
あ
れ
こ
れ
言
わ
ず
に
、
お
札
を
焼
い
て
余
某
の
心
を
明

ら
か
に
し
て
v
だ
さ
い
。
」
と
言
っ
た
。
当
時
は
ち
ょ
う
ど
晴
れ

て

暑
く
乾
燥
し
、
私
は
灰
が
必
ず
上
る
と
確
信
し
て
い
た
o
首
領

は
「
よ
し
。
」
と
言
い
、
お
札
を
焼
く
と
案
の
定
上
昇
し
た
。
余

某
は
感
激
し
て
泣
い
て
土
下
座
し
去
っ
て
行
っ
た
。
私
は
出
て
、

し
ば
ら
く
す
る
と
、
許
竹
貰
長
官
が
来
て
、
「
今
日
は
幸
い
君
が

署
に
い
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
ど
う
な
っ
た
こ

と
か
。
」
と
言
っ
た
。
私
も
許
長
官
に
従
っ
て
首
領
に
会
い
に
行

き
、
若
干
交
渉
を
行
っ
て
そ
の
場
を
離
れ
た
。
た
ま
た
ま
同
僚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ザ

文
瑞
君
（
字
は
雲
卿
）
が
署
に
来
た
の
で
、
私
は
彼
に
余
事
を
託

し
て
、
以
上
の
こ
と
を
親
に
話
し
て
笑
い
話
の
種
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
盗
賊
に
遭
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
七
月
に
、
外
国
人
の

兵
隊
が
北
京
に
侵
攻
し
、
団
匪
が
破
れ
、
虎
神
営
軍
（
北
京
の
近

衛
軍
）
が
四
方
に
散
ら
ば
り
殺
裁
を
行
っ
た
。
私
は
こ
の
時
、
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
シ

を
伴
っ
て
北
京
の
北
七
十
里
の
平
義
分
村
に
避
難
し
た
。
昌
平
と

順
義
の
境
の
土
地
で
あ
る
。
居
留
先
の
主
人
張
夢
九
は
匪
賊
が
来

る
の
を
恐
れ
て
、
そ
の
門
を
閉
ざ
し
た
o
そ
の
隣
家
の
張
在
田
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

文
科
の
学
生
で
あ
っ
た
。
匪
賊
は
刀
を
持
っ
て
そ
の
家
に
入
り
、

在
田
は
慌
て
ふ
た
め
い
て
い
る
の
で
、
私
が
相
手
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
私
が
撲
手
す
る
と
、
匪
賊
は
「
恐
が
る
な
。
私
は
馬
を

探

し
に
来
た
だ
け
だ
。
」
と
言
う
。
在
田
が
厩
に
連
れ
て
行
き
、

そ
こ
に
馬
が
な
い
の
を
見
る
と
、
そ
の
ま
ま
去
っ
て
行
っ
た
。

　
八
月
十
二
日
、
北
京
が
落
ち
着
き
、
外
国
人
と
和
議
を
結
ぶ
で

あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
。
親
戚
の
世
伯
先
は
平
義
分
村
南
に
十
里

の

高
麗
営
と
い
う
所
に
い
た
。
私
は
い
っ
し
ょ
に
北
京
に
行
こ
う

　
　
　
　
　
リ
リ

と
思
っ
た
。
た
だ
、
高
麗
営
北
五
里
に
あ
る
某
村
は
凶
悪
な
盗
賊

の

ア
ジ
ト
に
な
っ
て
い
る
が
必
ず
通
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
場
所

で

あ
っ
た
。
趙
芳
は
武
科
の
学
生
で
あ
り
、
私
と
親
交
が
あ
っ

た
。
私
は
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
と
相
談
し
た
が
、
趙
は
行
き
た
く

な
い
と
言
う
。
私
は
怒
っ
て
、
「
文
人
の
私
が
怖
が
っ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
ハ
け
ザ

の

に
、
武
人
の
あ
な
た
が
怖
が
っ
て
い
る
と
は
何
事
か
。
」
と
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ぼ
ソ

言
っ
た
。
趙
は
や
む
を
得
ず
、
騎
馬
一
匹
を
探
し
て
き
た
。

　
十
1
1
1
日
、
　
3
っ
し
ょ
に
出
発
し
た
。
同
行
者
は
他
に
下
僕
の
李

升
が
お

り
、
全
員
で
三
人
で
あ
っ
た
。
十
里
余
り
を
進
み
、
盗
賊

の
ア

ジ

ト
の
近
く
に
来
た
。
趙
が
小
声
で
「
来
た
、
来
た
。
」
と

言
う
。
見
る
と
果
た
し
て
盗
賊
三
人
が
、
荒
馬
に
跨
り
、
鋭
い
槍

を
背
負
っ
て
、
正
面
か
ら
や
っ
て
き
た
。
そ
の
頭
の
者
は
私
の
す

ぐ
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
て
か
ら
、
「
北
京
に
行
か
れ
る
の
か
。
」
と
言

う
。
私
が
「
そ
う
で
す
。
」
と
答
え
る
と
、
盗
賊
た
ち
が
「
こ
の

方
を
知
っ
て
い
る
か
。
」
と
言
い
、
頭
の
者
が
「
こ
れ
は
北
京
の

唐
先
生
だ
。
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
聞

こ
え
た
。
高
麗
営
に
着
い
て
伯
先
に
告
げ
る
と
、
「
君
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
と
は
、
英
雄
じ
ゃ
な
い
か
。
」
と
大
笑
い
さ
れ
た
。

私
も
笑
っ
た
が
、
ど
う
し
て
な
の
か
理
由
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
ハ
ロ
ソ

　

九
月
、
私
は
親
を
連
れ
て
北
京
に
戻
っ
た
。
ま
ず
、
高
麗
営

に
行
っ
て
、
伯
先
と
相
談
し
、
用
心
棒
を
七
八
人
雇
っ
て
か
ら
出

発

し
た
。
一
人
が
馬
に
乗
っ
て
先
導
し
た
が
、
「
唐
先
生
は
憔
埣

さ
れ
ま
し
た
ね
。
宮
仕
え
が
大
変
な
の
で
す
か
。
」
と
言
う
。
見

る
と
、
先
日
遇
っ
た
盗
賊
で
あ
る
。
急
い
で
李
升
に
尋
ね
さ
せ
る

と
、
姓
は
楊
、
名
は
七
と
い
う
。
私
が
高
麗
営
で
買
物
を
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ザ

る
時
、
丁
寧
に
応
対
し
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
李
升

は
感
慨
深
い
様
子
で
あ
っ
た
。

　
私

は
車
に
乗
っ
て
十
里
余
り
行
き
、
酒
児
で
単
刀
の
李
五
と
い

う
泥
棒
が
私
を
門
の
と
こ
ろ
で
待
ち
構
え
て
い
た
。
楊
七
は
私
を

引
い
て
李
の
部
屋
に
入
る
と
、
「
李
兄
は
決
し
て
先
生
の
家
族
を

脅
か
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
先
生
は
行
李
を
四
つ
も
お
持
ち
で
、
お

宝
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
（
避
難
の
際
に
は
荷
物
を
持
つ
べ
き
で
な

い

こ
と
は
後
世
の
諌
め
と
し
て
ほ
し
い
o
）
李
兄
は
贈
り
物
が
ほ

し
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
可
能
で
す
か
。
」
と
こ
っ
そ
り
と

告
げ

た
。
私
は
、
「
い
い
で
す
よ
。
た
だ
し
、
私
は
貧
乏
書
生
な

の

で
、
行
李
の
中
は
古
書
と
古
着
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
信
じ
て
も

ら
え
な
け
れ
ば
開
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、

駕
籠
か
き
に
行
李
を
下
ろ
し
て
I
つ
ず
つ
開
け
さ
せ
る
と
、
果
た

し
て
貴
重
な
品
は
な
か
っ
た
。
李
は
た
い
へ
ん
失
望
し
て
、
「
行
っ

て

も
結
構
で
す
よ
。
」
と
言
っ
た
。

　
私
は

車
を
駆
っ
て
進
み
、
安
定
門
に
入
る
と
、
日
本
兵
が
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ソ

さ
ん
い
た
が
、
尋
問
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
と
ま
ず
伯
先
の

家
に
泊
ま
っ
た
。
翌
月
、
楊
七
が
強
盗
を
働
い
た
際
、
人
に
撃
ち

殺
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
私
は
何
日
も
気
が
晴
れ
な
か
っ
た
。
あ
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あ
、
盗
賊
で
楊
七
の
よ
う
に
人
の
道
を
知
っ
た
者
は
、
今
の
世
の

中
で
は
得
難
い
人
物
で
は
な
い
か
。
孔
子
は
「
も
し
あ
な
た
が
貧

欲
で

な
け
れ
ば
、
〔
民
衆
は
〕
賞
を
与
え
て
も
盗
み
を
働
か
な
い

で
し
ょ
う
。
」
（
＊
『
論
語
』
顔
淵
篇
）
と
言
い
、
曽
子
は
「
上
が
道

を
失
い
人
心
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
ず
い
ぶ
ん
経
つ
。
」
（
＊
『
論

語
』
子
張
篇
）
と
言
っ
た
。
あ
あ
、
楊
七
を
死
に
追
い
や
っ
た
の

は
い
っ
た
い
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

【注
】
＊
以
下
、
「
年
譜
」
は
「
茄
経
先
生
自
訂
年
譜
」
の
こ
と
。

（1
）

（2
）

（3
）

総
理
各
国
事
務
衙
門
　
現
東
城
区
の
東
堂
子
胡
同
（
現
外
交
部
街

の

北
に

東
西

に
延
び
る
路
地
）
に
あ
っ
た
。
東
と
西
に
分
か
れ
、

東
が
京
師
同
文
館
、
西
が
外
交
を
司
る
部
分
で
あ
っ
た
。

『那
桐
日
記
』
上
　
五
月
廿
六
日
に
「
…
今
早
理
藩
院
銀
庫
被
齪
兵

所
劫
。
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

義
和

団
を
清
朝
朝
廷
が
承
認
し
た
こ
と
　
岡
本
隆
司
『
衰
世
凱
ー

現

代
中
国
の
出
e
e
S
　
1
0
0
頁
に
、
山
東
巡
撫
の
統
賢
が
義
和
拳

を
「
団
練
」
（
当
局
が
治
安
維
持
の
た
め
に
認
可
し
た
武
装
集
団
）

と
認
定
し
た
こ
と
、
1
0
七
頁
に
、
西
太
后
の
側
近
で
あ
っ
た
満

州
人
の
剛
毅
が
「
義
兵
」
と
認
定
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

　　　　　　

　54
v　　v

（6
）

大
師
兄
　
年
譜
に
よ
る
と
、
満
州
人
だ
っ
た
。

総
理
衙

門
の
役
人
は
兼
務
で
あ
っ
た
こ
と
　
岡
本
隆
司
『
李
鴻
章

ー
東
ア
ジ
ア
の
近
代
』
八
四
頁
に
「
総
理
衙
門
も
　
国
の
外
交
を

専

門
的
・
1
I
兀
的
に
統
轄
す
る
近
代
国
家
の
外
務
省
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
構
成
人
員
は
一
時
的
に
兼
務
し
た
だ
け
で
’
別
に
本
務

の
官
職

を
有
し
て
お
り
、
官
庁
じ
た
い
が
あ
く
ま
で
臨
時
と
い
う

位
置

づ

け
で
あ
る
。
」
と
見
え
る
。
大
臣
も
軍
機
大
臣
が
兼
務
し

た
。義

和
団
が
札
を
焼
い
て
罪
を
決
め
た
こ
と
　
栄
禄
『
景
善
日
記
』

（
『庚
子
拳
変
日
記
』
）
に
よ
る
と
、
焼
く
と
昇
る
薄
い
札
と
降
る
厚

い
札

を
用
意
し
て
い
た
と
い
う
。
同
日
記
は
義
和
団
事
件
後
に
栄

禄

の
立
場
を
有
利
に
す
る
た
め
に
捏
造
さ
れ
た
偽
作
だ
と
さ
れ
て

い

る
（
菅
野
正
『
清
末
日
中
関
係
史
の
研
究
』
参
照
）
。
た
だ
、
義

和

団
事
件
当
時
の
清
宮
の
様
子
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る

の

で
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
（
原
文
は
英
文
で
中
国
語
は
そ
の

転
訳
）
o

　
義
和
團
判
断
人
罪
之
法
，
亦
至
奇
異
。
封
其
人
焼
黄
表
，
視
其
灰
之
升
降
。

　
灰
上
升
則
免
死
．
下
降
則
立
殺
之
。
其
實
灰
有
薄
有
厚
，
薄
者
易
升
，
厚

　
者
常
降
。
亦
視
其
纏
之
霧
緊
，
霧
者
易
升
，
緊
者
常
降
也
。
其
放
火
亦
言

　
有
神
指
導
。
用
刀
或
槍
，
向
房
屋
門
上
指
書
，
又
向
地
上
土
上
指
書
「
群

　
呼
日
「
着
－
．
」
，
立
時
火
燃
，
實
則
皆
暗
中
布
置
者
也
。
（
景
善
「
庚
子
拳

　
変
日
記
」
（
由
洋
文
転
訳
）
（
「
民
国
叢
書
」
第
五
編
柘
所
収
「
中
国
近
百

126



図1 北京市北郊地図（1999年のもの）（『中華人民共和国政区標準地名図集』p．22）
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）
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）

10　9
V　　　V

（1
）

（1
2
）

　14

V
　13

∨
　
年
史
資
料
続
編
』
四
七
八
頁
）

文
瑞
　
年
譜
に
よ
る
と
、
満
州
人
で
義
和
団
を
信
奉
し
て
い
た
。

平
義
分
村
へ
の
避
難
　
満
州
人
の
同
僚
、
世
伯
先
（
馬
佳
世
善
？
）

が
世
話

し
て
v
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
伯
先
自
身
強
盗
に
遭
っ
て
い

る
（
「
満
州
二
友
伝
」
参
照
）
。
年
譜
に
よ
る
と
、
北
京
の
北
直
門

を
出
て
十
里
余
で
雷
家
橋
、
さ
ら
に
三
十
里
で
高
麗
営
（
市
場
）
。

さ
ら
に
二
十
里
で
平
義
分
村
が
あ
る
と
い
う
。

　
昌
平
、
順
義
と
も
現
北
京
市
内
に
あ
り
、
市
中
心
か
ら
見
て
、

昌
平
県
は
北
西
に
、
順
義
区
は
そ
の
東
に
隣
接
す
る
北
東
部
に
あ

る
（
も
と
も
と
の
首
都
空
港
の
所
在
地
）
。
高
麗
営
も
見
え
る
（
図

1
参
照
）
。

張
在
田
　
年
譜
に
よ
る
と
、
大
家
の
兄
で
あ
っ
た
。

北
京
へ
戻
る
こ
と
　
年
譜
に
よ
る
と
、
突
助
を
助
け
て
議
定
書
を

作

る
た
め
で
あ
っ
た
。

武
庫
生
　
一
八
八
五
年
、
李
鴻
章
が
創
設
し
た
西
洋
式
の
軍
学
校

で

あ
る
北
洋
武
備
学
堂
あ
た
り
の
学
生
か
？
（
岡
本
隆
司
『
衰
世

凱
－
現
代
中
国
の
出
発
』
六
七
頁
参
照
）

櫨

馬
を
探
し
て
き
た
こ
と
　
年
譜
に
よ
る
と
、
車
は
や
め
て
お
い

た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
騒
馬
に
し
“
’
　
（
r
（
趙
）
日
．
．
『
車
輔
決

不
敢
借
，
騎
櫨
可
乎
？
．
』
余
日
．
．
『
可
O
－
）
。

九
月
　
年
譜
で
は
十
月
。

楊
七
へ
の
応
対
　
年
譜
で
は
、
伯
先
の
開
く
万
屋
（
什
物
騨
）
に
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（1
5
）

楊
七

が

買
物
に
来
た
時
に
丁
寧
に
応
対
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

（「
（余
）
常
在
伯
兄
所
開
什
物
犀
中
間
坐
。
楊
七
來
購
物
，
余
亦
加

以
禮
貌
，
渠
因
而
感
余
。
」
）
。

北
京
へ
の
入
城
　
年
譜
に
よ
る
と
入
れ
な
か
っ
た
？
（
「
至
雷
家
橋

南
，
歩
行
至
北
直
門
，
爲
日
本
兵
所
阻
，
不
得
進
。
髪
続
道
進
朝

陽

門
。
」
（
雷
家
橋
か
ら
北
直
門
に
行
っ
た
が
、
日
本
兵
に
阻
止
さ

れ

て

入

れ
ず
、
遠
回
り
し
て
朝
陽
門
か
ら
入
っ
た
）
）

…
年
譜
と
の
齪
酷
は
、
後
日
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
唐
文
治

の
記
憶
も
あ
や
ふ
や
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

子
拳
変
日
記
』
を
所
収
。

岡
本
隆
司
「
衰
世
凱
ー
現
代
中
国
の
出
発
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
五
年
）

岡
本
隆
司
「
李
鴻
章
ー
東
ア
ジ
ア
の
近
代
」
（
岩
波
新
書
、
二
〇
1
1
年
）

菅
野
正

『清
末
日
中
関
係
史
の
研
u
R
l
　
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
1
l
u
r
）

中
華
人
民
共
和
国
民
政
部
・
中
国
人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
測
絵
局
『
中
華

　
　

人
民
共
和
国
政
区
標
準
地
名
図
集
」
（
星
球
地
図
出
版
社
、
一
九
九

　
　

九
年
）
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